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事業名 事業 一般国道 事業 国土交通省
一般国道９号 益田道路 区分 （二次改築） 主体 中国地方整備局

ます だ

起終点 自：島根県益田市遠田町 延長
しま ね ます だ とおだちょう

至：島根県益田市須子町 ７．８km
しま ね ます だ すこちょう

事業概要

一般国道９号は、京都市から下 関市に至る延長約６７０ｋｍの主要な幹線道路であり、西日本の大動
きょうと しものせき

脈として沿道地域の産業・社会活動や住民の生活に大きな役割を果たす重要な路線である。

益田道路は、国道９号の朝・夕ピーク時における交通混雑の緩和、安全・円滑な交通の確保、石見空港
ま す だ い わ み

へのアクセス強化を図ることを目的とした延長７．８kmの４車線道路である。
Ｈ８年度事業化 Ｈ９年度都市計画決定 Ｈ１０年度用地着手 Ｈ１２年度工事着手

（Ｈ１５年度変更）
全体事業費 約７２４億円 事業進捗率 ４６％ 供用済延長 －km
計画交通量 8,100～17,400台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 272/648億円 989/989億円 平成１８年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益：857/857億円１．５ 事 業 費：246/621
億円 走行経費減少便益：103/103億円(残事業) 維持管理費： 27/ 27

交通事故減少便益： 29/ 29億円３．６
感度分析の結果 残事業について、感度分析を実施

交通量変動：B/C=3.9（交通量+10%) B/C=3.4（交通量-10%)
事業費変動：B/C=3.3（事業費+10%) B/C=4.0（事業費-10%)

事業の効果等
渋滞緩和（円滑なモビリティの確保）… 国道９号及び国道１９１号の交通渋滞緩和が見込まれる
安全・円滑な交通の確保…現道の交通事故率の減少が見込まれる
石見空港へのアクセス強化…空港へのアクセス改善により利便性向上が見込まれる 他１３項目

関係する地方公共団体等の意見
益田道路は、益田市、津和野町、吉賀町の首長らで構成される「国道９号益田地域道路整備促進期成同

盟会」により早期整備の要望（平成１７年１１月８日）を受けている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
自動車交通量の増加に伴い、国道９号及び国道１９１号の益田市内中心部への流出入において朝・夕ピ

ーク時における交通混雑を引き起こしている。
事業の進捗状況、残事業の内容等
用地の進捗状況は、平成１７年度末時点で９４％（面積比）である。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
高津ＩＣから須子町間について、平成１８年度の供用を目指し、事業を進めているところである。

施設の構造や工法の変更等
やばら堤橋等について機能分離型支承の使用等によりコスト縮減を図っている。

対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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